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に設定して平成 24 年 11 月に応募，平成 25 年 4 月に
採択通知を受けた．



























































































































確保することである．前者に関しては，平成 25 年 3
月に実施会場となる美女塚山荘（対馬市厳原町豆酘）
の敷地内に空っぽの蜂洞を 5 箱設置したところ，春の
分蜂時期（4 ～ 5 月）に無事 3 群のニホンミツバチが
収まってくれた．後者に関しては，平成 25 年前期に
筆者が担当した授業「自然フィールドワーク実験（２
単位）」を受講した学部２年生の 6 名（男子 4 名，女





















　平成 25 年 10 月 13 日（土），美女塚山荘（対馬市厳
原町豆酘）を会場として「ひらめき☆ときめきサイエ
ンス」を実施した．爽やかな好天に恵まれ，最高のイ
ベント日和となった．小学生 21 名とその保護者約 10
名，見学者約 10 名，主催者約 10 名，マスコミ（新聞





① 9:00 ～ 9:30  受付．学生が中心となって，自家用
車の駐車場への誘導，受付作業，名札や資料の配
布などを行った．















④ 11:00 ～ 12:00 実習「採蜜体験」．養蜂名人・上野
弘さんの指導の下，専用の道具「蜜切包丁」など
を用いて蜂洞から丁寧に巣板を切り出して収穫し，
採れたばかりのハチミツを味わった（図 5 ～ 7）．











⑥ 13:00 ～ 13:30 講義「ミツバチからの贈り物を利用
する知恵」．筆者が講師となって，ハチミツや蜜蝋
等の利用方法について説明した．
⑦ 13:30 ～ 14:30 実習「キャンドルづくり，ハンドク
リームづくり，クレヨンづくり」．二つの班に分か
れ，キャンドル・ハンドクリーム，クレヨンを作
成した（図 10 ～ 13）．同時に，ミツバチの体のつ
くりを実体顕微鏡で観察した（図 14）．
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